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工事用

取付け要領書

サンワイズ株式会社

SST型 自閉 片引き
面付けスチールスライドドア

SSU型 自閉 片引き

注意事項

施工する前のドアや枠材は直射日光の当たらない場所へ保管して下さい。

保管の際は、 長時間の横積みの状態はなるべく避けて下さい。 ドアやパネルが反ってしまう恐れがあります。

 

・

持ち手や引き手にぶらさがったり、 足場にしたり、 物を掛けたりしないでください。 危険ですし、 持ち手等が

正常に機能しなくなる恐れがあります。

錠前は分解、 改造しないでください。 中の部品が飛び出して思わぬケガをしたり、 正しく組立て直すことが出

来なくなることがあります。

錠つきの場合、 ラッチを出したままドアの開閉をしないでください。 ラッチに当りケガをしたり、 錠受けが破損

する原因となります。

ドアクローザは分解、 改造しないでください。 中の部品が飛び出して思わぬケガをしたり、 正しく組立て直す

ことが出来なくなります。

扉を吊る前に、 表面材の養生シートを “剥がして” おいてください。 特に裏側については、 吊り込み後には大

変 “剥がし難い” 状態になります。

レールおよびレールベース取付けの際に発生する切粉は、 吸引やエアブローなどで完全に除去してください。

掃除の際には柔らかい布やスポンジなどを使い、 金属タワシや金ベラなどの使用は避けてください。

金属ヘラやタワシなどで擦ると、 表面のアルマイトが傷つき、 腐食の原因になります。 また、 塩分 ・ 酸 ・ アル

カリなどが付着すると腐食の原因になりますので、 すぐにふき取ってください。

・

・

・

・

・

・

・

・
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１． 開口枠の取付け

工事手順について

１） 開口枠とパネル開口部の寸法が合っているか確認してください。

戸尻開口枠

戸先開口枠

開口部

上部開口枠



２

工事手順について

２） 上部と戸尻側の煙がえしについては共締めにします。
戸先側の固定は次項にて行うので、 ここでは固定しません。
裏側についてはすべて固定をします。

１） 開口枠をパネル開口部にリベットで固定してください。

※　Ｗ寸法、Ｈ寸法、対角を確認した上で固定してください。

２． 煙がえしの取付け

戸尻開口枠

上部開口枠
上部煙がえし

上部開口枠

戸尻開口枠

戸先開口枠

戸尻煙がえし

鍋リベット

φ４

戸先側は次項にて行う

鍋リベット

φ４

鍋リベット

φ４

表側

裏側

戸尻煙がえし



３

工事手順について

３． 方立て ・ 副体の取付け

１） 戸先方立ての副体下部を開口枠にリベットで
固定してください。
その後、 さらにドリルネジで固定します。

※　取付け時には位置出しを正確に
行なってください。

※　戸先方立てと戸尻方立ての距離が
「サッシ外寸 -３mm」 になる位置に固定して
ください。

２） 戸尻方立ての副体を壁パネルにリベットで
固定してください。
その後、 さらにドリルネジで固定します。

戸先開口枠 戸尻開口枠 戸尻方立て

・副体

戸尻方立て・副体

戸先方立て・副体

戸先方立て

・副体

鍋リベット φ４

鍋リベット φ４

下穴４.２φ

鍋ドリルネジ

４×１６鍋リベット

φ４

鍋リベット

φ４

壁パネル

サッシ外寸－３

Ｗ

３５

３
０

３６

２
２

１
３

※　床レベルを確認する際は、 開口の
左右の他、 戸尻の方立て部も含め、
必ず３点で確認して下さい。 　



４

４． 方立ての取付け

工事手順について

１）　方立ての副体をＰレスアンカーにて床に固定してください。

２） 戸先、 戸尻両方の方立てをそれぞれドリルネジを
使って副体と固定してください。

皿ドリルネジ

４×１６
皿ドリルネジ

４×１６

戸尻方立て・副体

戸先方立て・副体

戸先方立て

戸尻方立て

鍋Ｐレスアンカー

５×２５

※　方立ての副体を床に固定するための
金具には左用 ・ 右用 （左右対称）
があるので注意してください。
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５． レール下地の取付け

１） レール下地は結合アングルを使って内側からネジで固定してください。
戸尻のストッパーが邪魔になる場合は一度取り外してから作業してください。
取り外したストッパーは作業終了後に必ず元に戻してください。

２） 組立てジグは作業終了後に取り外してください。

工事手順について

戸先方立て

戸尻方立て

戸先方立て

レール下地

組立ジグ

※固定後要取り外し

レール下地

結合アングル

戸先方立て

レール下地
Ｐ３アップセットボルト

Ｍ５×２０

結合アングル

Ｐ３アップセットボルト

Ｍ５×２０



６

３） 方立てとレール下地をネジで固定してください。

４） ドリルでパネルに穴を貫通させた後、
ボルトとナットで固定してください。

工事手順について

レール下地

レール下地

上部開口枠

ワッシャー

１３
０

Ｍ１０ 下穴

皿小ネジ

Ｍ４×５０（Ｄ＝６）

皿小ネジ

Ｍ４×５０（Ｄ＝６）

ワッシャー

Ｍ１０ ボルト

Ｍ１０ ボルト

表側
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６． ボルト化粧枠の取付け

１） ボルト化粧枠が付属する場合はパネルに穴あけ加工をした後に、 ボルト化粧枠 ・ 受けを
はさんでからワッシャー、 スプリングワッシャー、 ナットの順で固定してください。
ダブルナットは必ず行なってください。

２） ボルト、 ナットを固定した後、 ボルト化粧枠を取付けてください。

工事手順について

ボルト化粧枠・受け

１００ ４０

４８
４２

ボルト化粧枠

ボルト化粧枠・受け

戸先開口枠

ボルト化粧枠

皿小ネジ

Ｍ４×１０（Ｄ＝６）

裏側

裏側

ワッシャー

Ｍ１０ ナット

１７ｍｍのソケットを使用

スプリングワッシャー
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工事手順について

１０

７． レール部材の組立て

１） ラックユニットの取付け

① 部材組立
レール戸先側にスライドプレート、 ラックＡ、 ラックＢ、
Ｌ型スライドプレートの順で組付けます。

② 駆動装置の固定
駆動装置と駆動装置取付金具を
レールに固定します。

Ｌ型スライドプレート

駆動装置取付金具

アップセットネジ

Ｍ４×６

アップセットネジ

Ｍ４×６

ラックＢ

（ナイロン）

レール

レール

スライドプレート

駆動装置

鍋小ネジ

Ｍ４×８ トラスタッピング

４×８

ラックＡ

（ウレタン）

凸がある方が戸先端部

レール端部から10mmほどあけたところに駆動装置取付金具がくるように固定

完成図

ＤＷ

ラックＢの使用本数 （推奨値）

本数
８７０～１１００ ４本

１１０１～１３００ ５本
１３０１～１５００

※ 推奨値よりも多く入っている
場合があります。

６本

※ ラックＢの使用本数は下の
表を参照してください。



９

サニタリーカバー

トラス小ネジ

Ｍ４×１０

サニタリー浮き防止ゴム

レール下地

レール下地

鍋ドリルネジ

４×１６

サニタリー取付けステー

※　サニタリーカバー付の場合、 レール部材をレール下地に取付ける前に、 この作業を行なってください。

サニタリーカバーが付く場合
サニタリー取付けステーを壁にネジで固定した後、 サニタリーカバーをサニタリー浮き防止ゴム裏側の隙間に
挿し込んでから、 ネジでレール下地と固定してください。

１． サニタリーカバーの取付け

Ｌ

２００

Ｌ／２

２００

オプションについて

サニタリー取付ステー配置 ( 片引き )

サニタリー

カバー

サニタリー

取付けステー
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鍵受け固定ネジ

下穴 ８.５φ

２） 戸先方立ての溝部に戸当たりゴムを両面テープで
貼付けます。

３） 錠前付き （オプション） の場合は錠受けとフロントを
戸先方立てにネジで固定します。

４） アンカー下穴参考位置を参考にトガイドローラーを
取付けます。

８． レールの組み付け

戸当たりゴム

トラス小ネジ

Ｍ５×１４

駆動装置

３

４
９

２５８０

２
９ ５
４

錠受けはオプション

アンカー下穴　参考位置

工事手順について

ガイドローラー
戸先方立て

長穴上部

鍵受け

フロント

トラス小ネジ

Ｍ５×１４

レール下地とレールの

下端を合わせる

（壁）（壁）

１） レールをネジでレール下地へ固定します。
ネジは１５０ｍｍピッチで必ず長穴の上部に取付けます。
指定以外のネジを使うと干渉する恐れがあります。

ルーティアンカー

８×５０

トラス小ネジ

Ｍ５×１４

駆動装置
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２） 持ち手の固定
持ち手土台をネジで固定し、ＳＵＳ持ち手を
両サイドからネジで固定します。

３） 戸尻戸当たりの固定
戸尻戸当たりを上下２箇所ネジで固定します。

４） 錠前の固定 （オプション）
錠前固定ネジで錠前本体を固定します。
つづいてシリンダー／サムターンを固定し、
錠前フロントも固定します。

９． 扉の部材取付け

工事手順について

１） 吊車の固定
吊車は戸先と戸尻で形状が異なります。
アプセットボルトで固定し、 ライナーをそれぞれ８枚づつ入れます。
吊車は扉に対して平行になるように取付けます。
標準位置は※１の吊車取付標準位置を
参照して下さい。

※１　吊車取付標準位置

戸先吊車

Ｐ３アップセットボルト

Ｍ８×４５

シリンダー／サムターン

Ｐ２鍋小ネジ

Ｍ５×２５

ＳＵＳ持ち手

Ｐ３アップセットボルト

Ｍ８×４５

皿小ネジ（Ｄ＝８）

Ｍ５×２５

戸尻吊車

ライナー(８枚)

扉本体

持ち手土台

丸皿小ネジ

Ｍ４×６

錠前フロント

吊車

ライナー

フロント固定ネジ

錠前固定ネジ

戸尻戸当たり
錠前本体

(27)6
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吊車

１） 吊車に付いている外れ止めと制動装置を外してください。

２） 扉本体を傾けガイドローラーをはめ込んでください。

３） 扉を持ち上げ吊車をレールに乗せてください。

４） 外れ止めと制動装置、 駆動装置ワイヤー、 ストッパーブラケットをそれぞれネジで固定してください。

※　扉を着脱する際は必ず制動装置を
外してください。

10． 扉の吊り込み

扉本体

ガイドローラー

工事手順について

レール

ワッシャー

外れ止め

ストッパーブラケット

Ｐ３アップセットボルト

Ｍ５×２０

歯車は先に組み立てる事

戸尻吊車

戸先吊車

制動装置
レールに吊り込んだ後に
取付けを行う

外れ止め固定ネジ

Ｐ３アップセットボルト

Ｍ５×２０

駆動装置ワイヤー

スリーブ
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Ｌ＝左 、　Ｒ＝右

１） 開閉に支障がないか動作確認を行った後に、 吊車の外れ止めの取付けを行なってください。

２） 吊車へ取付ける制動装置を組み立てます。
Ｌ・Ｒのスタンプが外側になるように装置の軸に取付けます。 勝手を逆に組み立てると正常に作動しないので
注意して下さい。
組み立て後、 片側には力が軸に伝達されないため歯車が軽く回りますが、 逆方向に回す場合は軸に力が
伝わるので歯車の動きが重くなることを確認してください。

３） さきほどの制動装置と、 駆動装置のワイヤーの取付けを行なってください。
破損の原因になるので制動装置の取付けはレール吊り込み後に行ってください。

11． 制動装置の組立て

工事手順について

歯車

制動装置

樹脂リベット部

パチッと音がするまで組み込む

歯車を外す時は樹脂リベットを内側につまむことで
取り外しが可能になります。

パチッ！

Ｌ Ｒ

スタンプ面

※ 歯車の取付け向きに注意して下さい。

表 ・ 裏で 「R」 ・ ｛L」 を切り替えます。

右引きなら、 制動装置２台とも 「R」
左引きなら、 制動装置２台とも 「L」
※ R、 L を逆に付けたり、 R と L の組み合わせで付けたり
　  すると正常に作動しませんので注意してください。

！注意！
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工事手順について

吊車

吊車取付ネジ

吊車

吊車取付ネジ

１） 吊車の前後方向の調整

① 吊車取付ネジを緩める。

② 吊車の長穴部を使い前後に調整する。

③ 吊車取付ネジを締める。

２） 吊車の高さ方向の調整

※　レールに対して平行になるように調整してください。

① 吊車取付ネジを緩める。

② 吊車と扉本体の間に入るライナーの量を調整する。
（ライナーを外すと扉の位置が高くなり、 入れると低くなります。）

③ 吊車取付ネジを締める。

12． 扉の各種調整
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工事手順について

駆動装置 ツメ

歯車

マイナスドライバー

３） 駆動装置のトルクを調整

① トルクアップ
マイナスドライバーで駆動装置の歯車を反時計方向に
回転させます。 標準値 （＝ 最小値） から ＋ ８回転
まで調整が可能です。

※ 巻き込みすぎは故障の原因になるので注意して
ください。

４） 閉鎖速度の調整

① 速度調整について
制動装置の速度調整弁をマイナスドライバーで調整する。

② トルクダウン
ツメを小刻みに振ってください。
最小値が不明な場合は一旦、 ０回転まで戻して
から１．５回転ほど反時計回りに歯車を回転させて
ください。

最小値 ＝ １．５巻き （単体引き出し力１５．５ ［Ｎ］）

最大値 ＝ ９．５巻き （単体引き出し力３０．５ ［Ｎ］）

速い

遅い

制動装置

吊車

速度調整弁

マイナスドライバー

② 戸先、 戸尻について
速度調整は戸先 ・ 戸尻の２台行います。
戸先側はほぼ全ての区間の制御。
戸尻は閉じる際の制御になります。
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トラス小ネジ

Ｍ４×１０

長穴になっているので

調整可能

ブラケット

レール下地

ブラケットトラス

レールカバー

レールカバー

皿小ネジ（Ｄ＝６）

Ｍ４×１０

下穴 ８.５φ

工事手順について

カバー防振ゴム

レールカバー

13． レールカバーの取付け

１） カバー防振ゴムの取付け
レールカバーの裏側 （両端と中央の３箇所） に
カバー防振ゴムを貼り付けてください。

２） レールカバーの取付け
レールカバーをネジで固定してください。
穴位置と合わない場合はブラケット固定ネジを緩めて
上下方向の調整を行ってください。

200 200200
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２． シリンダー／サムターンの交換方法 （美和ロック　ＦＧ錠）

１） まず、 シリンダーにキーを差し込み、 解錠状態にしてから
フロント固定ネジを外します。

２） フロントを外すとシリンダー止めピンが見えます。
シリンダー止めピンを引き抜きます。
ピンは表 ・ 裏２本あるので外したい方にあるピンを
マイナスドライバー等を使って引き抜いてください。

３） シリンダー / サムターンを引き抜いてください。

※ 　シリンダー止めピンを引き抜くときにシリンダー /
サムターンが落下しやすいので、 手で押さえながら
引き抜いてください。

４） 新しいシリンダー / サムターンをＭＩＷＡの刻印を上にして
ケースの穴に挿入し、 シリンダー止めピンを奥まで差し
込み固定します。

※ 　この時サムターンはツマミが垂直になるように取付
けて下さい。
固定ネジを緩める必要はありません。

５） シリンダー / サムターンが正常に作動するか確認
して再びフロントを取付けて作業終了です。

※ 　シリンダー / サムターン交換の場合は錠前本体の
固定ネジを緩める必要はありません。

※ サムターンの摘みの向き

解錠時は垂直 施錠時は水平

オプションについて

フロント

フロント固定ネジ

錠前本体固定ネジ

錠前本体
シリンダー止めピン

シリンダー ／ サムターン
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３． シリンダー／サムターンの交換方法 （ゴール ＳＸ錠）

１） まず、 解錠状態にしてからフロント固定ネジを外します。

２） フロント外します。

３） サムターンのキャップ取付けネジを外し、 キャップ付きサムターンを取外します。

４） シリンダー引きネジを外し、 サムターン側の固定ピンを外した後、 サムターンを引き抜いてください。

５） シリンダー側の固定ピンを外し、 シリンダーを引き抜いてください。

６） 新しいシリンダー / サムターンを取り外したときの逆の手順で組み込んでください。
（このときシリンダーはキーを抜いた状態で取付けてください。 サムターンは摘み部が、 解錠時に
縦向きになるように取付けてください。）

７） シリンダー / サムターンが正常に作動するか確認
して再びフロントを取付けて作業終了です。

※ シリンダー / サムターン交換の場合は錠前本体の固定ネジを緩める必要はありません。

※ サムターンの摘みの向き

施錠時は垂直解錠時は水平

オプションについて

キャップ取付けネジ

キャップ付きサムターン

フロント

キー

フロント

固定ネジ

シリンダー ／ サムターン固定ピン

シリンダー

サムターン

錠前本体

シリンダー

引きネジ

ＵＲＬ  ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｓｕｎｗｉｚｚ.ｃｏ.ｊｐ/

ＴＥＬ ０５４‐３６０‐３２２２ ＦＡＸ  ０５４‐３６０‐３２２７

〒４２４‐０２０４ 静岡県静岡市清水区興津中町８４８
おきつなかちょう

サンワイズ株式会社


